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１．審議事項

（１）廃棄物減量化に向けた具体的な取り組み
①⽣ごみ資源化
②フードドライブ
③廃⾷⽤油
④ペットボトル⽔平リサイクル
⑤廃プラスチックの資源化

追加
⑥リユース事業者の利⽤促進



①生ごみ資源化

（１）廃棄物減量化に向けた具体的な取り組み

バッグ型コンポスト取組状況

堆肥化の進め方



⽣ごみの現状

• 可燃ごみの組成調査によると厨芥類が23.0％
• 成分調査によると⽔分が44.0％

・⽣ごみを分別処理することで、ごみの減量化を進める
・分別した⽣ごみは堆肥化を検討する



生ごみ循環イメージ
各家庭での

コンポスト活動

生ごみ食

堆肥運搬

堆
肥

排出先

家庭から回収

野
菜

農園・
菜園

こども園農場

感想：作物の成長
が良くとてもおいし
くできた。

コンポスト

家庭



バッグ型コンポスト取り組み状況
地域 周知方法 説明会 募集人員 申込者 回収日

大井4区 回覧 R5.11.6 50人 8人 R6.2.1予定

市内全域 広報えな
12月号

R5.12.17
R5.12.18

40人 19人
（12/13現在）

R6.3.11予定

R5.11.11岐阜新聞東濃版



（１）生ごみ処理器県内補助金状況

• 実施市町村数：30/42
• 実施市数：14/21
• 補助対象：電気式（生ごみ処理機）、設置式（堆肥化容
器）、バッグ型コンポスト、ダンボールコンポスト、

• 補助率：1/3～1/2



●．効果の試算
項⽬ 現状（R4） ⽬標（10年後）

家庭内処理
世帯割合 24.1% 34.1％（+10.0％）

世帯数（※1） 4,820世帯 6,820世帯（+2,000世帯）

ごみ量 ⽣ごみ量 2,760t 2,382t（△378t）

処理費⽤ 378t当たり処理費⽤
（※2）

23,058千円 △23,058千円

⽣ごみを10％削減（家庭内処理に）することで、2,300万円
の効果が⽣まれる

※1 世帯数19,977世帯（R5.10現在）⇒ 20,000世帯として試算
※2 １t当たりのごみ処理費⽤（R4実績）＝61,000円



拠点での取り組み
コミュニティ（自治会単位）で取り組む場合

堆肥型

有機物を分解して堆肥
化、そのまま使用する場
合のあるが、2次熟成が
必要となる場合がある。
堆肥の受け入れ先の確
保が必要。

必要インフラ
電気（必要ない場合もあ
る）

生ごみ処理機の種類

消滅型

微生物で生ごみを分
解し、水分と炭酸ガ
スが排出される。

下水（浄化槽）に投
入。

必要インフラ
電気、上水道、下水
道

乾燥型

水分を蒸発させ乾燥
させる。分解はしな
い。乾燥したものを
廃棄する必要がある。

必要インフラ
電気



生ごみ処理機の種類

堆肥型 消滅型



メリット 生ごみがいつでも出せる

デメリット 処理機の管理が必要
処理機周辺に臭気が発生
（気温、過剰投入等の管理不良）

・地域拠点に生ごみ処理機を設置することで

設置場所

集会所等

市有地

①⽣ごみ資源化

管理主体

自治会？

委託業者？

管理費

処理量に
応じて支
払い？

排出先

各家庭

自治体単位

9‐
2

yuu_shibata
長方形



②フードドライブ

市内の設置状況と回収実績



設置店舗・市民の協力

フードドライブR５年度の取り組み

Ｒ５年度 R６年度

設置店舗 バロー市内４店舗
コープぎふ恵那店

常設回収ポスト設置
R5.10.4

他店舗へ展開

社会福祉協議会 設置店舗からの食材回収及び食材活用団体へ配布

市民 常時協力 常時協力

10.4中日新聞
東濃版

10.７岐阜新聞
東濃版



市内の設置状況と回収実績
㎏

（個数）
バロー
恵那店

バロー
正家店

バロー
岩村店

バロー
明智店

コープ
恵那店

合計

10月 食品 38.36
（88）

16.935
（73）

3.68
（21）

9.455
（28）

32.02
（137）

100.45
（347）

米 10
（2）

0 0 60
（2）

90
（4）

160
（8）

合計 48.36
（90）

16.935
（73）

3.68
（21）

69.455
（30）

122.02
（141）

260.45
（355）

11月 食品 5.39
（21）

4.165
（17）

7.78
（42）

0.995
（9）

10.425
（51）

28.755
（140）

米 0 0 0 0 0 0

合計 5.39
（21）

4.165
（17）

7.78
（42）

0.995
（9）

10.425
（51）

28.775
（140）



食品提供状況 恵那市社会福祉協議会提供

提供先 提供点数

10月20日 誰でも食堂 お菓子 ５点

10月26日 誰でも食堂 お菓子 １点

11月13日 子育て支援団体 食料品 47点

11月15日 誰でも食堂 お菓子 ５点

10月 個別相談者へ 食料品40点 お米36㎏

11月 個別相談者へ 食料品130点 お米22㎏

・回収した食品（お米）の在庫は、社会福祉協議会が賞味期限切れ
（食品廃棄）の無いように管理を行っている。
・県社会福祉協議会と連携し食品（お米）の有効利用を図っている。



③廃食用油回収の取り組み

16



廃⾷⽤油の現状
• 令和4年度環境施策アンケートによると凝固剤
で固めて可燃ごみに出すという回答が
「68.13％」と最も多い。

• 市の⽉1回の回収⽇に出しているという回答は
「11.30％」

• 常設回収拠点（エコプラザ）に出しているとい
う回答は「6.59％」であった。

・令和4年度廃⾷⽤油回収量の約4倍が可燃ごみとして処理
・可燃ごみに出されている廃⾷⽤油資源化を進める



（１）現状拠点回収26箇所+常設1個所（エコプラザ）

（２） 回収量増加の取り組み
・拠点回収所の精査、常設拠点への切り替え

・給食センター廃食用油回収

（３） R5年度アンケート（出しやすい場所）
・自治会の集積場 60.30％
・スーパー 17.11％
・公共施設 12.04％

市の取り組み

回収実績 R2 R3 R４

拠点 2,350ℓ 1,812ℓ 1,428ℓ

エコプラザ 2,596ℓ 1,847ℓ 1,886ℓ

合計 4,646ℓ 3,659ℓ 3,314ℓ

Ｒ４年度 給食センター排出量

恵那 4,440.6ℓ

山岡 1,692ℓ

明知 1,026ℓ

合計 7,158.6ℓ



BDF精製能力と燃料供給量

項目
BDF

供給量

精製能力 800ℓ/日 24万ℓ/年 （300日稼働）

燃料供給量
100％バイオディーゼル
（市資源ごみ収集車）

200ℓ 200ℓ

30％配合（B30）
明知鉄道の車両

30,438ℓ
（R4.12～）

9,131ℓ

５％配合（B5）
精製業者の車両

102,440ℓ
（R4.11～）

5,122ℓ

明知鉄道の実証実験は終了。
明知鉄道で今後、B３０（BDF30％以内）の使用予定はなし。
B5（BDF5％以内）市の収集車で試験導入。



廃食用油回収目標とBDF精製能力
現状 Ｒ５年度 Ｒ14年度

恵那市 回収 R4実績 3,314ℓ 回収見直し
給食センター回収

5,100ℓ

活用 収集車
実証試験

試験結果によ
り、横展開

廃棄物事業
者

回収 事業所から16,000ℓ
市から 3,314ℓ

回収量
42,300ℓ

活用 明知鉄道 B３０
自社車両 B ５

B30 実証試験終了
B5 継続使用

スーパー 回収 － 回収ポスト
設置（常設）



④「ボトルtoボトル」
⽔平リサイクル

の取り組み
恵那市×サントリー



⑤廃プラスチックの資源化
～サーマルリサイクルからケミカルリサイクルへ～



〇プラスチックの資源循環
プラスチック資源循環戦略の策定（R1.5）
プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律の成⽴（R3.6）



廃プラスチックの有効利用の検討

「廃プラスチックのケミカルリサイクルによる⽔素製造検討会」に参加
〜家庭から排出される廃プラスチックを⽔素へ〜

岩⾕産業、豊⽥通商、⽇揮ホールディングスは、廃プラスチックガス化
設備を活⽤した⽔素製造の事業化に向けて検討会を新設。
プラスチックの分別仕様、回収・輸送⽅法を検討すると共に、⾃治体で
のプラスチックリサイクルに関する情報交換や、勉強会、発表会、関連
会社視察といった活動・⼈脈・ネットワーク形成を通じて、中部圏にお
けるプラスチックごみの再商品化率向上 に期待。



関係団体

・参加団体・オブザーバー





廃プラスチックの現状
• 可燃ごみの組成調査によると

ビニール類︓22.4％
合成樹脂類︓10.9％

合計︓33.3％

・現在RDFとしてサーマルリサイクル
・使⽤済みプラスチックの有効利⽤を検討



ごみ組成
• RDFの発熱量調査を実施（Ｒ5.10.12）

サンプリングしたごみ組成割合で分析
高位発熱量 29,500ｋＪ/㎏
低位発熱量 28,000ｋＪ/㎏

サンプリングしたごみからビニール・合成
樹脂を除いて分析
高位発熱量 16,500ｋＪ/㎏
低位発熱量 15,000ｋＪ/㎏

低位発熱量
15,000/28,000＝53.57％



⑥リユース・リサイクル事業者の
利用促進

・おいくら

・ジモティ

・リネットジャパン

・メルカリ

・リユース品引取り



リネットジャパンは
「小型家電リサイク
ル法」のもと、環境
省・経済産業省両大
臣の認定を取得して
おり、全国の市町村
と提携し宅配便を活
用した使用済みパソ
コン等小型家電の回
収・リサイクルを
行っています。

出品者さま、購入者さ
まがお互いに名前や
住所を教えなくても取
引できる匿名配送シ
ステムを導入。 かんた
んに売り買いができ
て、あんしん・あんぜん
なお取引ができる日
本最大のフリマアプリ

です。

地元の掲示板だから
すぐに見つかる！

地元情報が満載だ
から、

欲しいものがすぐに
見つかります。

おいくらの「一括査
定」とは、売りたい商
品の情報をフォーム
に一度入力するだけ
で、複数の買取業者
から同時に査定を
受けられるサービス

です。

家庭でできるリユース・リサイクル

おいくら ジモティー リネットジャパン メルカリ



エコセンター恵那に持ち込ま

れる高品位・低品位以外の物

には、海外ではまだまだ使用

できるものが多々あります。

破砕して埋め立てをするの

ではなく、外観に損傷がなく

引取りが可能な物は、リユー

ス品として引取りを進める。

小型家電をピックアップ回収。

（R5から回収）

扇風機

ラジカセ

プリンター（パソコン周辺機
器）等

一般家電

高品位家電をピックアップ回
収。

（‘R4実績 7.7ｔ）

デジタルカメラ

ゲーム機

電子手帳等

基盤が多く含まれている製
品

リサイクル施設からリユース・リサイクル

高品位家電 低品位家電 追加リユース引取り



以上になります

ご意見ご提案をお願いいたします。


